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様式第３号（第１３条関係） 

 

会議録 

会議の名称 令和７年度第４回朝霞第八小学校学校運営協議会 

開催日時 令和８年１月２７日（火）１４時３０分～１５時４０分 

開催場所 朝霞市立朝霞第八小学校２階ランチルーム 

出席者の職・氏名 

学校運営協議会委員７名 

岩﨑 英雄（校長）  渡邉 貞稔  星野 道子 

三澤 美恵子  野田 光枝  廣江 芳裕  鈴木 康宏  

事務局２名 藤田 佐知子  越後 広栄（教頭） 

欠席者の職・氏名 
学校運営協議会委員１名 

熊上 藤子 

議題 

１ 学校評価について 

２ 今後の学校運営協議会について 

３ その他 

会議資料 
・第４回学校運営協議会レジュメ 

・学校評価 

会議録の作成方針 

 □電磁的記録から文書に書き起こした全文記録 

 □電磁的記録から文書に書き起こした要点記録 

 ☑要点記録 

 □電磁的記録での保管（保存年限   年） 

電磁的記録から文書に書き起こ 

した場合の当該電磁的記録の保 

存期間 

□会議録の確認後消去 

□会議録の確認後 か月 

会議録の確認方法  校長・教頭による確認 

傍聴者の数 １人 

その他の必要事項 

特になし 
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  審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

１ 学校評価について 

〇校長 

・安全・安心な学校、組織的な対応が保護者アンケート７５％という数字についてだが、

施設・設備面での意見が多い。防犯カメラの台数等もご指摘いただいている。 

〇委員長 

・いつの時代もセキュリティへの意見は厳しいものがある。 

〇校長 

・次年度はトランシーバーを各教室に設置して安全対策につなげたい。 

〇委員長 

・大阪池田小学校の件もあるが、必要最低限の対策をしていかなければならない。 

・全体的には大きな問題なく学校経営がなされていると感じる。 

 

２ 今後の学校運営協議会の進め方について 

〇委員長 

・学校運営協議会が立ち上がって４年間。この会議の在り方について、最終的に評価

しなければならない会議であるため、毎回実りあるものにしていきたい。 

〇校長 

・時間の配分はその時々で変更はあるが、提案文書のとおり、会の流れを定めたい。 

〇委員長 

・学校グランドデザインに示されている重点目標等に触れながら毎回、熟議する形がよ

い。 

・この会議の進め方については、令和８年度から始めていきたい。 

〇副委員長 

・学校経営方針、グランドデザインをベースに進めていく形がよい。 

〇委員 

・タイムリーな問題点はその都度、取り上げる形にして、熟議していく形がよい。 

 

３ その他 

〇校長 

・以前、選挙期間中に児童が活動に巻き込まれる案件があった。 

・児童に何かあれば校長まで報告するよう担任へ指導している。 

・ＳＮＳへの掲載等について、注意喚起していく必要がある。 

・学校では、教員は自分自身のスマホで撮影しない。また、教員は一部の例外を除い

て自教室へも持って行かない。 

・ＳＮＳの事故については十二分に気を付けている。 

 

〇校長 

・学校運営協議会委員について、令和８年度から３期目がスタートする。次年度、現役

の保護者会役員を推薦する予定である。 

〇委員長 

・リアルタイムで学校の困りごとを把握している保護者会から参加してもらうのは会の

活性化にもつながる。 

〇委員全員 

・保護者会から代表者に参加してもらうのがよい。 
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〇校長 

・対象保護者には連絡をして、要請していく。 

・集金業務についてキャッシュレス化を進めている。手数料についても保護者に納得い

ただけるまで説明していく。集金業務の手間と子供が紛失したりするリスクを考えると

やはりキャッシュレス化をした方がよい。 

〇委員長 

・難しい面もあるが、できれば学校だけでなく、自治体単位で決めてもらえるとよいと

思う。 

 

〇委員 

・ＳＳＲについて、今後の見通しを示してもらいたい。また、見守る人がいれば、毎

日同じ方がいれば安心して登校につなげられるのではないかと考える。 

〇委員 

・放課後子ども教室について、川口市の例のような形で朝霞市は取り組むことはないの

か。 

〇校長 

・朝霞市の放課後こども教室については、預かり型と講座型があるので、まぎらわしい

が、生涯学習スポーツ課が中心となって進めている事業なので、現状は特に学校・地域

が関わるような形では運営していない。 

 


